
R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ

記入者情報 書いた人 あて名のご本人（障害のある人）
家族・親族（ご本人に聞いて代わりに記入）
家族・親族（ご本人の意見が確認できないため家族の考えで記入）
家族以外 （ご本人との関係：     ）

年齢 10歳未満 40代
10代 50代
20代 60～64歳
30代 65歳以上

性別 男性
女性
答えない

居住地域

手帳等の状況 身体障害者手帳 等級 １～６級
部位 視覚障害

聴覚障害・平衡機能障害
音声・言語・そしゃく機能障害
肢体不自由
内部機能障害（心臓、腎臓、呼吸器、
ぼうこう・直腸、小腸）
免疫機能障害

療育手帳 総合判定 A、B1、B2
精神障害者保健福祉手帳 等級 １～３級
自立支援医療（精神通院）
難病の有無 （病名）

医療的ケアの状況 無 胃ろう・腸ろう カテーテル留置
気管切開 鼻腔経管栄養 ストーマ（人工肛門・人工膀胱）
人工呼吸器（レスピレーター） 中心静脈栄養（IVH） インスリン注射
たん吸引 人工透析 その他（       ）

住まい 住居の種類 持ち家（家族名義のものを含む）
民間の賃貸住宅
市営（府営）の公営住宅
社宅等の貸与住宅
グループホーム
障害者支援施設（入所施設）
老人ホーム、介護施設
その他

一緒に暮らしている人 一人暮らし
家族と同居
グループホームの仲間
障害者支援施設（入所施設）の入所者
老人ホーム、介護施設の入所者
その他

設問

止々呂美、森町、半町、桜、桜井、桜ヶ丘、瀬川、箕面、西小路、牧落、百
楽荘、新稲、箕面公園、温泉町、稲、坊島、萱野、船場西、船場東、白島、
石丸、外院、粟生新家、小野原西、小野原東、粟生間谷西、粟生間谷東、粟
生外院、彩都粟生南、彩都粟生北
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

住まい 今後の希望 一人暮らし
（者）5年以内 家族と同居
（児）将来 グループホーム

障害者支援施設（入所施設）
老人ホーム、介護施設
その他（            ）

（グループホームと答えた人） グループホームに求めるもの 市内にある
バリアフリー
医療的ケアが受けられる
重度化、高齢化しても住み続けられる
家賃が安い
体験ができる
家庭的な雰囲気がある
その他（    ）

一緒に生活する（食事をしたりする）人数は何人までがいいか
バリアフリー
住まい探しの支援
家族の理解や協力
家主や地域住民の理解や協力
生活するためのお金
入浴、排せつ、食事などの介助
調理、洗濯、掃除、買い物などの支援
医療的ケアが受けられる
夜間や休日の緊急時の支援が受けられる
困ったときに相談できるところがある
その他（    ）

収入 種類 会社等の賃金、給料 家族からの仕送りや援助
（障害者のみ） （主なもの１つ） 自営業による収入 資産運用による収入

年金（等級） 生活保護費
手当（特別障害者手当など） その他
障害福祉施設での工賃

サービス 訪問系 居宅介護
重度訪問介護
同行援護
行動援護
重度障害者等包括支援

短期入所
日中活動系 生活介護

就労継続支援A型
就労継続支援B型
就労移行支援
就労定着支援
自立訓練
自立生活援助
療養介護

居住系 共同生活援助（グループホーム）
施設入所支援

相談支援 計画相談支援
地域移行支援
地域定着支援

地域で暮らすために何が必要か

・使っている（支給決定を受け
ている）もの
・今後使いたいもの
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

サービス 地域生活支援事業 移動支援（ガイドヘルプ）
日中一時支援
入浴サービス

地域活動支援センター
障害児支援 放課後等デイサービス

保育所等訪問支援
居宅訪問型児童発達支援

障害児相談支援
その他（        ）

利用できる事業所が少ない
必要な時にすぐ利用できない
利用者負担額が高い
利用の手続きが大変
利用できる回数や時間数が少ない
ヘルパーや支援者の支援に不満がある
建物や設備がバリアフリーでない
その他（           ）
特になし
利用していないのでわからない

利用できる事業所がない、少ない

利用条件にあてはまらない
どこの事業所がいいのかわからない
近くに事業所がない
利用者負担額が高い
利用の手続きが大変
その他（           ）

外出 誰と外出するか 一人で外出できる
（余暇活動、通院など） 家族

ヘルパー
徒歩 オレンジゆずるタクシー
自転車 ゆずタク以外の福祉タクシー
車 一般のタクシー
バス（ゆずるバス含む） その他（     ）
電車

外出頻度 ほぼ毎日 年数回
週１～２回程度 まったくしない
月１～２回

・使っている（支給決定を受け
ている）もの
・今後使いたいもの

福祉型障害児入所施設（福祉型・医療
型）

主な移動手段（複数選択）

今使っているサービスでの困り
ごと

利用したいものがあるが、使っ
ていない場合：理由
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

外出 困りごと 道路や施設、乗り物（電車やバス等）がバリアフリーでない
（余暇活動、通院など） 外出先で利用できるトイレがない（少ない）

手助けしてくれる人（家族・ヘルパー）がいない（見つからない）
料金が高い
行きたいところまでの路線がない
案内がわかりづらい
本数が少ない（電車・バス等）
予約がとれない（タクシー等）
乗車拒否される
その他

外出先でのコミュニケーションがとりづらい
周囲の目が気になる
身体的な発作やパニックなどが起こらないか心配
その他（        ）

就学・進路 通学先 小学校 支援学校（小学部）
（障害児のみ） 中学校 支援学校（中学部）

高等学校 支援学校（高等部）
専門学校
その他（       ）

通学先の選択理由 障害のない友達と同じ地域の学校に行きたかったから
家から近いから
特別な支援を受けられるから
その学校で学びたいことがあったから
周りにすすめられたから
その他（      ）
リハビリや生活訓練が受けられる施設に通いたい
施設に入所して、リハビリや生活訓練などを受けたい
職業訓練を受けられるような施設に通いたい
企業などへ就職したい
大学や専門学校へ進学したい
わからない
その他（          ）
もみじだより、市の広報物 新聞、雑誌、テレビなど
市のホームページ 箕面市以外のホームページ
市のSNS（ツイッター、LINEなど） 箕面市以外のSNS（ツイッター、LINEなど）

タッキー816みのおFM
家族、知人等から
施設や障害福祉サービスの職員から
その他

困りごと さまざまな媒体（音声、点字、テキストなど）で情報提供してほしい
問合せを電話以外（メールやFAX）でできるようにしてほしい
わかりやすい言葉で情報提供してほしい
手話や筆談（要約筆記）で対応してほしい
インターネット（スマホ・パソコン）の使い方がわからない
スマホやパソコンを持っていない
その他（       ）
特になし

公共交通機関（電車、バス、タク
シー等）

卒業後の希望進路

情報入手、意思疎通支援 障害や福祉サービス等に関する
情報の入手方法
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

・現状 正職員として企業等で働いている
・今後の希望 パート、アルバイト、派遣社員等で企業等で働いている

・現状 自営業をしている
・今後の希望 福祉的就労をしている（就労移行支援、就労継続支援A型・B型など）

生活介護施設に通っている
入所（入院）している障害者支援施設や病院で過ごしている
自立訓練・療養介護を利用している
自宅で過ごしている
大学、専門学校等に通っている
地域活動支援センターに通っている
その他（         ）

就労（障害者のみ） 自分に合った仕事探しや紹介をしてくれる
就労に必要な訓練を受けられる
困りごとを相談できるところがある
職場で障害への理解があり配慮してくれる
職場のバリアフリーが整っている
通勤先が近い
通勤・通所の支援制度がある
その他（           ）

防災 誰と避難するか 一人で
（地震、台風等） 家族と

ヘルパーなどの支援者と
地域（近所）の人と
手伝ってくれる人がいないので避難できない
その他（   ）

不安なこと 災害や避難情報が手に入れられるか
避難場所に移動できるか
普段受けている支援（身体介護など）が受けられるか
必要な医薬品が手に入るか、治療が受けられるか
避難場所の設備（トイレなど）はバリアフリーか
いつもと環境が変わって不安、パニックになるのではないか
周囲とのコミュニケーションがとれない
その他（   ）

相談 日頃相談する人 家族、親戚 当事者団体、家族会
友人、知人、近所の人 市役所の職員
病院の医師や看護師 相談できる人がいない
障害福祉施設の職員やヘルパー どこに相談していいかわからない
相談支援事業所の相談支援員 その他（     ）
幼稚園や保育所、学校の人

日中活動や就労（障害者
のみ）

継続して働くために必要なこと
※給与や工賃を得て働い
ている人
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

差別 よくある まったくない
ときどきある わからない
あまりない （     ）
学校や幼稚園、保育所など
会社、職場など
通所先の施設や障害福祉サービスを受けているとき
公共交通機関を利用するとき
お店を利用するとき
病院などの医療機関
市役所などの公共施設
まちを歩いているとき
その他（     ）

誰に相談したか 家族、親戚 当事者団体、家族会
友人、知人、近所の人 市役所の職員
病院の医師や看護師 相談できる人がいない
障害福祉施設の職員やヘルパー どこに相談していいかわからない
相談支援事業所の相談支援員 その他（     ）
幼稚園や保育所、学校の人

（任意）具体的なエピソード （自由記述）
相談窓口の認知度 箕面市障害福祉室
（知っているものに〇） 箕面市人権施策室

その他市の担当部署（    ）
委託相談支援事業所（    ）
知らない

虐待 ある
ない
わからない
家族、親戚
友人、知人
施設や障害福祉サービスの職員
その他
家族、親戚 当事者団体、家族会
友人、知人、近所の人 市役所の職員
病院の医師や看護師 相談できる人がいない
障害福祉施設の職員やヘルパー どこに相談していいかわからない
相談支援事業所の相談支援員 その他（     ）
幼稚園や保育所、学校の人

成年後見制度 認知度 知っている
聞いたことはあるがよく知らない
知らない

利用状況 利用している
利用していない

今後の意向 利用したい
利用するつもりはない
わからない

ここ5年で差別を受けたり嫌な思
いをした経験

ここ5年で虐待を受けた、虐待と
感じたこと

有の場合：誰から受けたか

有の場合：誰に相談したか

差別を受けたり嫌な思いをした
場面
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R4.11.16 箕面市障害者市民施策推進協議会 資料２

第4次Nプラン障害児者アンケート項目（案）

カテゴリ 設問

家族等の状況・意向 年齢 10代 50代

20代 60代
30代 70代
40代 80代以上

性別 男性
女性
答えない

本人との関係 配偶者 兄弟・姉妹
親 その他の親族
子ども

日頃相談する人 家族、親戚 当事者団体、家族会
友人、知人、近所の人 市役所の職員
病院の医師や看護師 相談できる人がいない
障害福祉施設の職員やヘルパー どこに相談していいかわからない
相談支援事業所の相談支援員 その他（     ）
幼稚園や保育所、学校の人

困りごと 身体的・精神的な負担が大きい
経済的な負担が大きい
適切な介助や支援の方法がわからない
何かあったときに本人の介護を頼める人や場所がない
仕事や家事など他のことができない
自分の時間が持てない
高齢化や病気で将来自分が介護できなくなったときが不安
相談できるところがない
特になし
その他（    ）

※アンケートを書いたの
が家族や親族の場合
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